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　前半のPhase 1（2020年度～2021年度）では、2022年
1月から2月にかけて、国内初となる静止衛星回線を含む衛
星-5G統合制御に関する日欧共同実験を実施した［3］［4］。本
実験では日欧共同トライアルテストベッドを構築し、4K映
像とIoT（Internet of Things）データの伝送に成功してい
る。具体的には、衛星回線と日欧間地上回線を含む長距
離伝送に伴う遅延等の影響下においても、日本のCPE

（Customer Premises Equipment：5G対応ゲートウェイ）
と欧州の5Gコア間での制御信号による通信セッション確立
が可能であることを実証した。さらに、日本側の4Kカメラ
及びIoTセンサで取得したデータを欧州側のPC・データ
サーバへ伝送できることを確認するとともに、各伝送区間
のネットワーク品質測定を通じて、衛星-5Gネットワークの
運用性評価を行った。
　後半のPhase 2（2022年度～2024年度）では、Phase 1
での基礎実証を踏まえ、GEO（Geostationary Earth Orbit）
衛星回線・LEO（Low Earth Orbit）衛星回線とローカ
ル5Gを接続し、災害時をユースケースとしたデモンストレー
ションを実施した。衛星と5G制御技術の連携運用性を評価
するために、経路制御、衛星QoS（Quality of Service）
制御、スライシング技術を用いた実証実験を行い、動的な
バックホール経路の切替えやQoS制御に成功している［5］。
　本特集では、本委託研究のPhase 2において実施された
実証実験で得られた成果の詳細について、スカパーＪＳＡＴ
より『ローカル5G×GEO/LEOバックホール統合の実証と
評価：高信頼・大容量の実現に向けて』、東京大学より『ロー
カル5Gバックホールの研究開発』と題して解説いただく。
　NICTは、これまでに築いてきた国内外の企業・大学・
研究機関との連携を更に深化させ、Beyond 5G時代にお
ける衛星地上統合技術やNTN技術の研究開発・実装をグ
ローバルな視点で推進し、地上から海・空・宇宙までを多
層的につなぐ三次元ネットワークの実現を目指していく。

　Beyond 5Gでは、拡張性・広域性という観点から「非地
上系ネットワーク（NTN：Non-Terrestrial Network）」が
注目されている。NTNとは、衛星、高高度プラットフォーム

（HAPS：High-Altitude Platform Station）、ドローンなど
多層的で様々な通信インフラを介して宇宙、空、海などを
含めた異なる空間を相互につなぐネットワークである。NTN
を構成する各通信インフラは、遅延や安定性においてそれ
ぞれ異なる通信特性を持っており、用途に応じた柔軟な通
信路の実現が期待される。また、3GPP（3rd Generation 
Partnership Project）においてもRelease 17におけるNTN
の最初の仕様化完了やRelease 18以降の高度化検討など
の標準化が加速しており、これらの動向を踏まえ、衛星回
線と5G/Beyond 5Gを統合したネットワークの商用化に向け
た取組みが国内外で活発になっている。
　NICTでは、2019年に「衛星通信と5G/Beyond 5Gの連
携に関する検討会」を立ち上げた。本検討会には、国内の
衛星事業者、地上携帯事業者、衛星関連メーカ、大学、
調査研究機関、標準化機関等、幅広い機関に参画いただき、
衛星通信と5G/Beyond 5Gの連携による有効なユースケー
ス、技術課題とその解決策、評価・デモンストレーション
及び標準化等について検討を行った［1］。また、欧州宇宙機
関（ESA：European Space Agency）と趣意書（LoI：
Letter of Intent）を締結して本分野における日欧連携を
強化し、NTN技術のグローバルな視点での研究開発及び
通信インフラの実現に向けた取組みを推進している。
　これらを踏まえ、NICTは高度通信・放送研究開発委託
研究において研究課題「Beyond 5Gにおける衛星-地上統
合技術の研究開発」を立ち上げ、受託者の日本無線、スカ
パーＪＳＡＴ、東京大学と共に2020年度から2024年度まで
プロジェクトを推進した［2］。本プロジェクトでは、ESAとの
LoIに基づく日欧連携フレームワークの下、日本側と欧州側
それぞれのパートナーが協力し、実証実験を実施した。

Beyond 5Gに向けた衛星地上統合ネットワーク技術の
研究開発
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